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Ⅰ．ブラジル人学校をとりまく状況と先行研究 
 1995 年頃から東海地域や北関東の各県に設立されたブラジル人学校は, 月に 2 万 5,000 円から 4 万円
という授業料, それに加えて教材費, 送迎代, 給食費という軽くはない経済負担にもかかわらず確実に増
え続け, 多いときには 90 校以上を数えた。だが, 2008 年秋のリーマン・ショックに端を発する経済危機
はブラジル人学校をも直撃した。解雇された保護者が学費を支払えなくなったり帰国する家族が相次いだ
ため, 生徒数が激減し, 閉鎖に追い込まれた学校も少なくない。文部科学省が実施した実態調査によれば, 
2011 年 5 月時点で所在が確認されるブラジル人学校は 72 校となっている。 
 いずれにせよ, 1990 年代末から 2000 年代にかけて急増したブラジル人学校は教育研究においてもそれ
なりに注目を浴びる存在となり, 決して多いとはいえないにせよ, 一定の成果を生みだしてきた。日本な
いしブラジルの教育制度とのかかわりでブラジル人学校をめぐる諸課題を論じる研究は比較的早い段階か







は貴重な成果といえよう。なかでも小内編（2003）で教師の生活と教育意識に 1 章分（新藤 2003）があ
てられていることは注目に値する。学校をになう主要な構成員であるにもかかわらず, 教師の立場からブ
ラジル人学校やそこでの教育に対する意識を問うた研究は, 意外なほどなされていないからである。 
























の結果, 教師は保護者のニーズに向き合うことができないどころか, 逆に, 子どもや保護者の迷いを深め
ることに荷担する存在として, どちらかといえば否定的に描かれることになる。「閉じた場」としてのブラ





 第二に, 新藤（2003）で対象とされた教師は全員がブラジルの教員免許を所持していた。だが, 東海大
学とブラジル政府およびマットグロッソ連邦大学が提携し, 2009 年 7 月に開設された「遠隔教育による
在日ブラジル人教育者向け教員養成講座」（受講料は無料。4 年間のコースを修了すると, ブラジル国内で
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Ⅲ．調査の概要 
 本稿で対象とするのは, 報告者が2011年11月から現在までフィールドワークを継続している東海地域
のブラジル人学校（以下, A 校）で子どもたちの教育に携わってきた 6 名のブラジル人教師（男性 3 名／
女性 3 名, 30 代 4 名／50 代 1 名／60 代 1 名）である。 
 A校は, 1995年以降, 日本に居住するブラジル人向けの通信教育の普及に力を注いできた日系人男性が
2007 年に開校した学校である。多いときには小学部・中学部・高等部あわせて 85 名の生徒が通っていた
が, リーマン・ショック以降, 帰国者が続出し, 2011 年 11 月の時点では 29 名（内訳は小学部 19 名, 中
学部 10 名。高等部は 2009 年に閉鎖）にまで減っていた。全日制の課程以外にも, 2009 年からは学齢期
を過ぎたブラジル人のための通信教育を開始している（1995 年からの通信教育プロジェクトは 2000 年に
終了しているため, これは二度目のプロジェクトとなる）。これは, ブラジルでの学歴を必要とする青年た
ちが, 働きながら中学ないし高校の修了資格を取得できる手段となっている。中学修了資格は 15 歳以上, 
高校修了資格は 18 歳以上で取得が可能であり, 全日制課程の中学部の数学およびポルトガル語を担当す
る教師が受講生への対面指導も兼務している。 
 調査に協力してくれた 6 名の教師について, 2011 年 11 月時点での雇用形態等を示しておけば, 常勤 4
名／非常勤 2 名, 小学部担当 3 名／中学部担当 1 名／小・中学部担当 2 名などとなっている。6 名のうち
ブラジルの教員免許所持者は 3 名である（表1参照）。 
 この 6 名の教師に対するインタビューを 2012 年 5 月から 2013 年 7 月の期間に A 校にて実施した。6
名中 1名についてポルトガル語通訳を依頼したほかはすべて日本語で行ない, 所要時間は 1人あたり 1時
間半〜2 時間であった。インタビューの進め方としては, 渡日経緯・滞日歴, 職業歴, 学校経験, 教師に
なった経緯, 教師としての仕事, ブラジル人学校の現状と課題, 生活状況, 将来展望などについて基本的
な質問項目を準備したうえで, 実際のインタビューにおいては質問の順番等にはとくにこだわらず, 各項
目についてできるだけ自由に語ってもらう半構造化面接の方法をとった。聴き取った内容は了承を得たう








 本節では, A 校で働く教師 6 名の教師の生活史を紹介する。ブラジル人学校の教師になるまでの経緯お
よび教師としての経験を中心に, 今後の見通しなどについても記述する。教師名（イニシャル表記）の後
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の括弧内に, ブラジルでの教師経験の有無, A 校での担当学年・科目, ブラジルの教員免許の有無, A 校
での勤務形態を記した。 
 
ME 先生 （ブラジルでの教師経験あり, 小学部 3〜5 年生担当, 教員免許あり, 常勤） 
 ME 先生はサンパウロ市出身, 日系 2 世の女性である。子どもの頃から教師になりたいという気持ちが
強く, そのためには「勉強せにゃいかん」と思い, 高校卒業後はサンパウロ大学に進学した。だが, 農業に
携わりフェイラ（青空市場）で働く両親は女性の勉学について理解がなかった。女性は家事に専念すべき
であると考える両親とは諍いが絶えず, 結局, 卒業を待たずに中退せざるをえなくなる。その後, しばらく
は家計を助ける必要から銀行や証券会社で働いたが, 教師になる夢をあきらめたわけではなかった。初等
教育の教員免許については中等教育段階の師範学校課程（4 年間）で取得済みであったため, 現在の夫と
の結婚をきっかけとして, 念願であった教師の仕事につく。それから日本へ渡るまでの 19 年間, 小学校の
教師として働いた。 
 はじめて日本へやって来たのは 1990 年代半ば, 家を購入するための資金稼ぎが目的だった。薬局と宝く
じ販売店を営む夫および 3 人の子どもを残して, 単身日本へ向かった。愛知県小牧市の弁当工場で 1 年間
働いて帰国するが, 夫の商売がうまくいかず, 夫婦でのデカセギを決意する。3 人いる子どものうち, 長女
は日本へのデカセギ, 長男は勉強のためのブラジル残留を選択し, 15 歳だった次女は親が帯同することに
なった。来日後は埼玉県の部品工場で働いて 1 年間を過ごした後, 愛知県に移り, 電機工場で働きはじめ
た。 
 電機工場で一緒に働く同胞との会話を通じて, かれらがポルトガル語を忘れていっていることに気づい
た ME 先生は, 工場で働き続けることに危機感を覚えはじめた。そこで, 子どもたちに「勉強を教えたか
った」はずの自らの姿に立ち返り, ブラジル人学校に教師の仕事を探しはじめたのである。幸い, 愛知県
内のB 校に小学校教師の職を得ることができた。自宅から車で 2 時間もかかる遠い学校だったが, 学校の
経営者が熱心に誘ってくれたこともあり決めた勤務先だった。 
 その学校で 5 年半ほど働いた頃, 自宅により近い場所に新しくブラジル人学校（A 校）が開校するので
教師を募集しているという話を友人から聞いた。長い通勤時間に負担を感じていた ME 先生にとっては願
ってもない話であった。さっそく履歴書を送ったところ, 採用が決まった。そして, 2007 年の開校から現
在にいたるまで約 6 年間, A 校で働き続けている。 
 「自分が先生になるために生まれてきたというのを感じ」るほど教師という仕事への思い入れの強い
ME 先生が授業で最も重視しているのは, 「子どもたちに自分で考えさせること」, たとえ「答えを知らな
くても, 考えて発言する」ことである。「いまは, お母さんとかお父さんとかいるけど, 卒業するときに自
分で自立してやっていけることを願って教えています」という言葉には, 両親の意向と自らの自立のはざ
まで苦闘した彼女自身の経験が刻まれている。 
 だが他方, 生徒の成長を継続的に追い, 関係を保つことのできるブラジルと異なり, 日本でブラジル人
学校に通う生徒たちは「今日ここにいても, 明日どうなるかがわからない」ため, 教師として成長を継続
的に追えないことにはさびしさを感じる。 
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VO 先生 （ブラジルでの教師経験あり, 小学部 1〜2 年生担当, 教員免許あり, 常勤） 
 VO 先生はパラナ州アプカラナ出身の非日系の女性である。1996 年に結婚した日系の夫および 6 歳にな
る一人娘と一緒に現在, 愛知県で暮らしている。ブラジルでは大学には通っていないが, 中等教育段階の
師範学校課程で 4 年間学ぶことで初等教育の教員免許を取得した。1995 年から 96 年までの 2 年間, 小学
校の教師として働いた経験をもつ。午前と午後でちがう学校で教え, 年度ごとにも学校が異なったため, 2
年の間に 4 校で働いた。 
 教師の仕事は「大好き」だったが収入は低かった。1996 年に結婚し, 家がほしいと思ったが, 教師のま
までは購入のめどもつかないため, 夫と日本へデカセギにでることにした。20 歳だった。来日後は千葉県
に住み, クリーニング業務に携わった。夫と力をあわせて 4 年間働いた末には, パラナ州の地元に念願の
自宅とアパートを購入することができた。 
 当初の目的を達成し, 2001 年には夫婦で帰国したが, 帰国後に夫が開業したレンタル・ビデオ店の経営
が思うようにはいかず, 2005 年, 再び夫婦で日本へ向かうことになった。二度目の来日では愛知県豊橋市
に暮らし, 工場で働くことになったが, 職場環境はあまりよいものではなかった。「ガイジン嫌い」で「す
っごいうるさい」日本人上司（リーダー）にストレスを感じる毎日だった。 
 2006 年に出産のため夫婦そろって帰国したが, 1 年後の 2007 年 12 月には娘を連れて再び日本へ渡り, 
愛知県大府市で暮らし始めた。そして翌年, 愛知県内のブラジル人学校 C 校に教師の職を得て, 8 ヶ月間働
くことになる。だが, C 校の財政状況は苦しく, 給料の未払いも続いた。ついには経済的なトラブルにより
学校は閉鎖に追い込まれてしまった。 
 幸い, 2009 年にはA 校での採用が決まり, 小学部の 1 年生と 2 年生を担当することになった。「全部〔の
ブラジル人学校のなか〕でここが一番」というほど VO 先生はA 校を気に入っている。子どもの教育は整
った環境で行なうことがたいせつと考える VO 先生にとって, A 校はその諸条件をかなり満たしている。第
一に, 窓が多いため校内が明るく, 「カラーいっぱい」で「かわいい」。第二に, 「ユーモア」のある校長
をはじめ, 教師たちも人柄がよく, 組織としてまとまっている。第三に, 使用している教科書（「アングロ」）
も優れたものであり, 「勉強〔するには〕, 一番いい」。つまり A 校は, 「教える仕事が大好き」という
VO 先生にとって申し分のない教育環境なのであった。 




ばを勉強するのが大好き」だからであり, 「いま 50％」の英語力をもっと高めたいという。修了すれば, そ
れぞれの言語について中等教育レベルの教員資格を取得できる。 
 
MT 先生 （ブラジルでの教師経験なし, 小学部 3 年生担当, 教員免許なし, 常勤〔指導補助〕） 




 初めての来日は 2000 年, 22 歳のときだった。福井県に研修生として 11 ヶ月間滞在し, フラワー・アレ
ンジメントを学んだ。滞在中は日本人とのふれあいも多く, 「日本の本当の文化というのが体ではわかっ
てなかった」ことを知り, 「すごく勉強になった」という。 
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 研修を終えて帰国してからは, 再び長姉の営む青果店で働いた。しかし, 苦労が多いわりに商売はうま
くいかなかったため, 新たな道を求めて 2008 年, 長姉と日本へデカセギに行くことを決意した。かねてよ
り大学で学びたいと思っていた MT 先生にとって, 日本へのデカセギは大きなチャンスだった。3 年ほど
働いて学費を稼ぎ, 帰国して大学に入ることを目指して日本へ向かった。 
 来日後は静岡県の自動車工場で働いた。しかし, 単純労働を繰り返す日々のなかで「夢がなくなってし
まう」ように感じ, 「力がなくなってしまったような」感覚にとらわれていく。1 年後, 浜松市でエステテ
ィック・サロンを経営するブラジル人に誘われて始めたエステの見習いは気分転換にはなったが, 状況を
大きくかえるものではなかった。2 年間の見習いの後, 再び自動車部品工場に戻って 6 ヶ月ほど働き, 一時
帰国する。3 ヶ月後には再び日本へ渡り, 友人から情報を得て愛知県豊明市の自動車工場で働き始めた。
これまでとちがいこの職場では, 派遣会社で働くブラジル人社員のブラジル人労働者に対する態度や対応
に関して不当に感じることが多く, MT 先生の苦悩はいっそう深まっていった。 
 しかし, 2011 年 3 月, その頃すでに A 校で子どもたちに音楽を教えていた DS 先生と出会ったことが, 
MT 先生の生活を大きくかえた。自身も 16 歳で来日して以降, さまざまな挫折を経験してきた DS 先生が, 
無力感にとらわれ苦悩している MT 先生を励まし, A 校を紹介してくれたのである。そして, 校長から学校
を手伝ってもらえないかと頼まれたことをきっかけに, 同年 8 月から A 校で本格的に働くことになった。




トガル語能力以前の自信の欠如をみてとった MT 先生は, 生徒たちが何を考えているのかをしっかりと聞
くこと, そのために, 生徒自身が自分の思うところをはっきりとことばに出せるように促すことを何より
も重視した。学校でも家庭でも自分の思いを口にすることができず, 「叱られても黙っている」ことを続
けてきた生徒たちに対して, 「心が開けるようなところ, 人とか, そういう関係がないと, ほんとに苦しい
でしょうね」とMT 先生は寄り添う。 






校長のまなざしは, MT 先生に多くの示唆を与えた。そのまなざしに多くを学び, 同時に, デカセギ労働を
通じて自らが感じた苦しさや無力感と向きあいながら, MT 先生は自らの教育を模索する。たとえば MT
先生は, 子どもは親の姿を「ミラーみたいに見ている」という。たとえ, いま子どもが見せる姿が「よい
子」であったとしても, 親の生活状況に目を向ければ, 「ただ工場で働いて, 夢がなくなっちゃって, それ
が子どもたちにうつる」ことは十分にありうる。親が「楽しいことがないような生活をすると, 子どもた
ちも自信がなくなってしまう」のである。それゆえ MT 先生は, 「日本に来ている, 仕事で来ている人た
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 「いい子どもたちと出会って, それで自分をもっとわかるようになった」と語るとおり, MT 先生はA 校
での教師経験を通じて, 人生に対して開放的であり, 夢をもっていたはずの自分自身を取りもどすことが
できた。と同時に, 子どもたちの成長と夢の実現に向けて, 今後, 大人として果たすべき責任も強く感じて
いる。そこで現在, MT 先生はDS 先生と一緒に, 日本で生活するブラジル人のために, かれらが必要とす
ることを学べるような学校をつくることを夢みている。名づけて「プロジェクト・クレセール」。「クレセ




DS 先生 （ブラジルでの教師経験なし, 小・中学部の音楽担当, 教員免許なし, 非常勤） 
 DS 先生はサンパウロ市出身の日系 2 世の男性である。ブラジルにいる間は父親, 母親そして 2 人の女
きょうだいと暮らしていた。父親は美容師学校とコインランドリーを経営し, 父親が経営する美容師学校
の生徒だった母親は, 結婚して美容師として働いた。 
 ブラジルでは公立の高校に通い始めたが, すぐに中退する。学校での学びは期待していたものと異なり, 
気の合う仲間もいなかった。家庭も楽しい場所ではなかった。父親とそれ以外の家族との衝突が絶えず, DS
先生自身も自分を認めようとしない父親にしばしば腹を立てた。 
 そんな折, 1 年半ほど日本へデカセギに出ていた 18 歳のいとこが帰国した。いとこが話す日本は「家か
ら出たかった」DS 先生にはたいへん魅力的に映った。DS 先生の行動は早かった。さっそく派遣会社を自
力で探し, 寮つきの職場を探りあて, 1992 年, 16 歳にして 1 人で日本へ渡ったのである。父親に自分の存
在を認めさせたい一心だった。  
 来日して以降は, 大阪を中心にあちらこちらに移り住みながら関西地方に 11 年間暮らした。最初につ
いた仕事は建設現場でコンクリート型枠の解体作業をする「ばらし屋」（解体工）だった。「ばらし屋」は
危険が多いため 3 年でやめ, その後は工場を転々とした。 




いた。にもかかわらず DS 先生が非行に走らずにすんだのは, マウンテンバイクという共通の趣味をもつ
日本人の若者たちと出会ったからだった。10 歳近く年上の自転車仲間は｢家族みたいに｣接してくれ, 苦境
に立たされていたDS 先生にとって大きな救いとなった。「もし, ずっとそのばらし屋さんの世界の生活で
やると, やっぱり変なことをやる。そのスポーツが助けてくれたね」と DS 先生は当時を振り返る。 
 25 歳でブラジルへ帰国するが, 父親はすでにいないうえに, 女きょうだいとも折り合いが悪い状況で
は, 母国といえどもけっして居心地のよい場所ではなかった。結局, 8 ヶ月滞在した後, 再び日本へ向か
う。再出発の地として選んだのは愛知県だった。関西国際空港に到着し, 電車に乗り込んだときには, 「日
本が『ぼくの家』って感じがした」。 
 初来日の際と同様, 派遣会社を通じて就いた仕事は NC 旋盤のオペレーション業務だった。指導体制も
整っておりとくに不満のない職場ではあったが, 「音楽の夢」をあきらめきれず, 1, 2 年働いた後に仕事を
やめた。退職後は名古屋市にある音楽学校に入ってギターを学びながら, 仲間を集めて 5 人編成のバンド
を組んだ。音楽学校の他に英語学校にも通い, あとはアルバイトの毎日だった。 
 音楽学校に通いはじめて組んだバンド仲間は皆, DS 先生よりも年下であり, ドラッグに手をだすなどト





 そのような生活を送っていた頃, 愛知県内のブラジル人学校 C 校の知り合いから音楽指導を依頼される。
音楽の力への確信を深めていた DS 先生には願ってもない依頼であり, 引き受けることにした。2007 年の
ことである。教授法なども自分なりに工夫し, 満足のゆく成果も得られたが, 財政難により C 校は閉鎖と
なってしまった。しかし 2008 年頃, A 校の校長と知り合ったことをきっかけに, 引き続き音楽指導に携わ
ることになる。 













ジェクトを拡大することが, いまの DS 先生にとって最大の「ゴール」である。プロジェクトの基盤を少
しでもしっかりしたものにするために, 現在, A 校の通信教育を受講し, 高校卒業資格の取得をめざして
いる。さらにその後には, 大学でも学ぶ予定である。 
 
AD 先生 （ブラジルでの教師経験なし, 中学部の数学担当, 教員免許なし, 非常勤） 
 AD 先生はサンパウロ州エルクランジャ出身, 日系 3 世の男性である。現在は妻, 娘, 息子の家族 4 人で
愛知県岡崎市に暮らしている。父親はかつて大きなファゼンダ（農場）を所有し, 大量のピーナッツを生
産する一方で, 市会議員を 16 年間務めていた。きょうだいは 4 人。AD 先生が長男で, あとは弟 2 人, 妹
1 人である。「勉強が一番の遺産」と考え大学進学を勧める父親の影響で, きょうだい全員が大学を卒業し
ている。 
 AD 先生自身は, 公立高校を卒業するまでエルクランジャで過ごした後, 大学進学のためサンパウロ市
へ移動した。進学先の私立大学では土木工学を専攻した。卒業後は専攻を活かし, ブラジルでも大手の銀
行の建築技師として全国を歩いてまわった。6 年の銀行勤務の後に独立し, 衛星アンテナ設置工事の会社
を立ち上げた。その会社で 10 年間働く間に自宅も購入したが, 次第に仕事が減少したため, 2, 3 年働いて
もどる予定で日本へデカセギに出ることを決意する。2006 年に家族 4 人で来日した当時, 娘は 20 歳で高
校を卒業したところ, 息子は 13 歳の学齢期にあった。 
 来日後は家族で千葉県に住み, 息子以外は弁当工場で働いた。息子は日本の学校に通わせたが, うまく
馴染めなかった。そこでブラジル人学校への転校を考えたが, 千葉県にはふさわしい学校がなかったため, 
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愛知県への引っ越しを決める。来日して 1 年後の決断だった。引っ越し後, 息子は愛知県内のブラジル人
学校B 校に通い, その他の家族は岡崎市にある電機工場で働くことになった。 
 電機工場で働き始めて1年経った頃, 大量解雇が行なわれ, AD先生もその対象とされてしまう。だが, こ
の解雇にただ意気消沈したわけではなかった。じつはB 校に通う息子に自宅で数学を教える機会がしばし
ばあり, 教え方が B 校の教師よりうまいと喜ばれていた。そして, 教師になることを息子に勧められてい
たのである。教師の仕事に興味を持ちはじめていた AD 先生にとって, 解雇は転職に向けて行動を起こす
大きなきっかけとなった。さっそく B 校を訪れて理事長に話をしたところ, 数学の教師として採用される
ことに決まった。教員免許は所持していないが, 大学で土木工学を修めていることから, 数学を教えられ
ると判断されたのである。それ以降, 現在まで, いくつものブラジル人学校において掛け持ち勤務をして
きた。A 校もそのうちの 1 つであり, 非常勤の教師として中学部の生徒に数学を教える傍ら, 通信教育の
受講生に対する数学, 物理, 化学の対面指導も担当している。 
 教師になったAD 先生は, これまで経験したことのない新たな喜びを味わうことになった。｢頭なんにも
使わない｣工場労働とちがい, 教師は「頭を使って」する仕事であることが AD 先生にはうれしい。そして, 
「数学がむずかしい」とこぼしていた生徒の口から「数学, ほんと簡単ね, 先生」という言葉が発せられ
たときの喜びは何ものにも代えがたいものであると感じる。教師という仕事の魅力を日本で知ることにな
った AD 先生は, 仮に帰国することがあったとしても, 自分がすべき職業はもはや建築技師ではなく教師
であると考えている。 
 教師として働き続けるための基盤を少しでも確かなものとするために, AD 先生は現在, 東海大学とブラ
ジル政府およびマットグロッソ連邦大学の提携による「遠隔教育による在日ブラジル人教育者向け教員養
成講座」を受講している。この講座を修了すれば初等教育の教員免許を取得できる。教える対象としては
「高校が一番いい」としながらも初等教育の教員免許の取得に向けて励む AD 先生の姿からは, 教師の仕
事を続けることへの意志が伝わってくる。 
 じつは 2014 年に, やはり多くのブラジル人が生活するイギリスにブラジル人学校が開校するという話
もあり, それが実現するようなら, そこで働いてみるのもよいと考えている。日本以外の国でブラジル人
学校の教師になるということも, AD 先生にとってはきわめて自然な選択肢なのである。 
 
NS 先生 （ブラジルでの教師経験なし, 小・中学部のポルトガル語担当, 教員免許あり, 常勤） 
 NS 先生はサンパウロ州アチバイア市出身, 日系 2 世の男性である。ブラジルでは両親と兄と弟, あわせ
て 5 人で暮らしていた。両親は野菜づくりや養鶏の仕事に携わっていたが生活は楽ではなかったため, 





 日本に着いてからは, 家族 5 人で愛知県碧南市のアパートに暮らしながら, 小学生だった弟以外はそれ
ぞれの職場で働いた。NS 先生自身は自動車工場でプレスや組立の仕事をした。21 歳のときに住居は知多
郡の団地へと引っ越したが, 帰国するまでの 10 年間, 同じ職場で働き続けた。 
 しかし, その間にも勉強したいという気持ちを失うことはなかった。工場労働の傍ら, 通信教育システ
ムを利用して 1 年半ほど高校の勉強に力を入れた。そして, ブラジル政府が日本で年に 1 回実施している
卒業検定試験（ENCCEJA）を受けた結果, 一発で合格し, 高校卒業資格を取得した。じつは, その通信教
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育システムを 1995 年 6 月に発足した人物が現在の A 校の校長であり, このときの出会いがA 校での教師
の仕事につながるのである。 
 高校卒業資格を取得した後, 大学に進学するため, 25 歳の頃にブラジルへ戻った。帰国後は 2 つの大学
において, それぞれ経営学と文学を専攻し, いずれの大学も卒業している。経営学を修めた後に文学を選
んだのは, 自らのポルトガル語能力について自信がないからであった。両親がポルトガル語を苦手として
いたために, NS 先生自身も小さい頃から「レベルがすごい低かった」という。そこで, 大学で本格的に学
ぶことにしたのである。努力の甲斐あり, 大学卒業と同時に中高レベルのポルトガル語と英語の教員免許
を取得することができた。大学卒業後は事務職に就いたものの, 「あまり合わなかった」ためすぐにやめ, 
2009 年, 再び日本へ向かった。その頃にはすでに A 校が開校していたため, 校長から声がかかり, 教師と
してA 校で働くことになったのである。 




ず, また, 学習意欲も欠くようにみられる生徒とのあいだに「壁」を感じながらも, わからないときは黒板
に絵を描いて示したり, 別の言葉を用いて説明をしたりといった工夫を重ねて, 何とか理解してもらえる
ようと努力する。 
 もっとも, むずかしさを痛感することだけが教師としての経験ではない。A 校ではじめて携わることに




 じつはNS 先生は, 数年後には単身, 帰国する予定である。ブラジルでもう一度大学に入り, 「もっと別
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１．軌道修正の場としてのブラジル人学校 
 ブラジル人学校教師にとってブラジル人学校はどのような場として機能していると考えられるだろうか。
6 人の教師の生活史から浮かびあがるのは, ブラジル人学校で教師の仕事に従事することは, 教師たちに
とって, 工場での単純労働を中心とする来日後の生活の軌道修正という意味をもっていたことである。た





ル人学校に採用され, 教師の仕事に再び従事するのが〈教師にもどる〉タイプである。本稿では ME 先生
とVO 先生がこのタイプに属する。 
 ME 先生は19年, VO 先生は2年と, 従事していた年数にちがいはあるが, 両者とも来日直前までブラ
ジルで小学校教師として働いていた。家の購入を目的に日本へ渡り, 工場で働いて一度は帰国するが, 夫
婦で営んだブラジルでの事業が思うようにいかず再来日した点も共通している。 
 工場労働は多くの不安や不満を両者にもたらすものであった。ME 先生は, ともに働く同胞とのかかわ
りを通して, 単純労働を繰り返す日々を送ることでポルトガル語能力を喪失することへの危機感を抱いた。
VO 先生は, 排外的で威圧的な日本人上司とのかかわりのなかで, 大きなストレスを感じざるをえなかっ
た。こうした違和感は, かつて経験した教師の仕事の価値を再認識させることで, 復帰に向けての原動力
となる。 
 ブラジル人学校に採用が決まり, 働きはじめてからは, 子どもに「勉強を教えたかった」自分の姿（ME
先生）や「教える仕事が大好き」な自分の姿（VO 先生）をあらためて認識することになった。ME 先生
は, 「自分が先生になるために生まれてきたというのを感じ」るとまで語っている。教師の仕事を天職と










はMT 先生, DS 先生, AD 先生, NS 先生の 4 名がこのタイプに属する。それまで教師の仕事にほとんど
無縁の生活を送ってきた人びとであるだけに, ブラジル人学校とつながりをもつ過程そのものが, それぞ
れにとって人生の大きな〈転機〉となっているところに特徴がある。 
 MT 先生は大学入学のための資金稼ぎを目的にデカセギ労働者として日本へ来たが, 自動車工場での単
純労働が続き, 知識や人間関係の広がりを期待できない日々のなかで, 無力感のみを募らせるようになっ
ていた。そのような彼女を励まし, すでに音楽指導でかかわっていた A 校につなげてくれたのが DS 先生
だった。A 校の教師として子どもたちの夢に思いを馳せながら, MT 先生は, 夢をもつことへの希望自体を
失っている自分自身の姿に気づく。そして, MT 先生のなかで, 子どもの教育に携わることと自らの夢を取
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りもどすことが重ね合わされていくのである。 




ているブラジル人の子どもたちを音楽で力づけることが DS 先生の新たな目標となった。 
 AD 先生は, ブラジルで建築技師として 16 年間働いた後にデカセギ労働者として来日し, 数学教師にな
ったという, 一風変わった経歴の持ち主である。就労先の電機工場で大量解雇が行なわれ, 失職したが, ブ










を取得し, 再来日の際に A 校で教師の仕事に就くことになる。NS 先生がブラジル人学校教師になる過程
は奪われた学びを取りもどす過程であり, また, 学びに携わる教師の仕事に金に換えがたい価値を見いだ
している。 
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ことを重視する校長の教育観であった。校長は, 学習意欲が低く情緒的にも不安定な生徒の背後には, 突





供し, そのよき聞き手となることを MT 先生は自らに課すのである。 
 デカセギゆえの不安定な生活状況のなかで損なわれがちな生徒の自尊感情をいかに支え, 学習へとつな
げていくか。ブラジル本国の学校で行なわれる教育とは異なる配慮が日本のブラジル人学校では必要とな





 デカセギする両親の子どもとして学びを中断せざるをえなかった NS 先生にとっては, 通信教育および
ブラジル政府が実施する卒業検定試験を利用した高校卒業資格取得およびブラジルでの大学進学は, 奪わ




 ブラジルでは建築技師として 16 年の職歴をもち, 来日後は不安定なデカセギ労働者として働くと同時




 DS 先生が長年にわたる日本での生活を通じて肌身で感じてきたのは, 端的に言えば, 人間の成長への
配慮を欠く環境への違和感であった。仕事中心で夢や学びには無関心な同胞, ブラジルのスプレチーボの
ような柔軟な学びのシステムを欠く日本社会, 正社員への道を閉ざす労働市場。こうした環境のなかで生























 MT先生はA校で小学校3年生の指導にあたっているが, 教員免許は所持していないため, 教員免許を
もつME 先生の補助教員という立場である。A 校の校長にも勧められ, 現在は通信制の大学で初等教育の
教員免許を取得すべく学んでいる。 






 夢を実現させるために教員免許の取得を目指すことについては DS 先生も同様であるが, 彼の場合, 音
楽学校に通った経験はあるものの, 高校卒業資格はいまだ取得できていない。そのため, 現在は A 校の通
信教育を受講して高校卒業資格の取得を目指しており, ゆくゆくは大学も卒業して教員免許を取得したい
と考えている。 















 NS 先生は, すでにブラジルの大学で経営学と文学を学び, 中等教育レベルのポルトガル語と英語の教
員免許をもっているのだが, 数年後には帰国し, さらに大学で学びたいと考えている。NS 先生が大学に
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こだわるのは, ブラジルでは大学で学べば学ぶほど, より豊かな生活を求めて職業の選択肢が増えるとい
う確信があるからである。その確信は, 日本でのキャリア形成に対する NS 先生の深い失望の裏返しでも
ある。外国人に対する差別と日本語能力の限界により, 日本では職業の選択肢も昇進の可能性も限られて









































認識を深めていった。両親のデカセギにより奪われた学びを自力で取りもどした NS 先生は, 学ぶ喜びを
伝えたいという気持ちが人一倍強い。突然の解雇によりデカセギ労働者の不安定さを身をもって知る AD
先生は, 勉強と就労のはざまで悩む生徒に対する人生のアドバイザーとしての役割を自覚する。日本社会
での生きづらさを仲間と音楽によって何とか乗り越えてきた DS 先生は, 同様の生きづらさを抱える子ど
もたちを音楽の力で支えていきたいと考え, 学校の枠を越えた活動を続けている。社会との関係をふまえ







での生涯学習の場, 少なくともそれを支える場としても機能しているのである。そして, このことが, 既
存のブラジル人学校を越えた諸活動へと教師の仕事の可能性を広げてもいる。 
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